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タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
も
い
た

現
在
、
上
野
の
国
立
科
学
博
物
館
（
科
博
）
で
は
、
一
〇
月

五
日
ま
で
特
別
展
「
太
古
の
哺
乳
類
展
│
日
本
の
化
石
で
た
ど

る
進
化
と
絶
滅
」
を
開
催
し
て
い
る
。
迫
力
あ
る
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
や
マ
ン
モ
ス
の
化
石
で
連
日
大
賑
わ
い
だ
。
約
一
億
二
〇
〇

〇
万
年
前
の
恐
竜
の
時
代
か
ら
、
一
万
年
前
ま
で
の
哺
乳
類
の

進
化
史
を
順
番
に
た
ど
っ
て
い
く
と
、
約
七
八
万
年
前
か
ら
一

万
年
前
ま
で
の
更
新
世
後
期
の
動
物
群
の
展
示
の
中
に
、
ト
ラ

や
ヤ
ベ
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
、
ニ
ッ
ポ
ン
サ
イ
な
ど
の
大
型
動
物
に

交
じ
っ
て
、
静
岡
県
浜
松
市
で
発
見
さ
れ
た
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ

ミ
の
化
石
が
並
ん
で
い
る
。

栃
木
県
葛
生
、
山
口
県
秋
吉
地
方
、
青
森
県
尻
屋
崎
海
岸
な

ど
、
主
に
石
灰
岩
分
布
地
域
の
洞
窟
堆
積
物
か
ら
大
型
の
化
石

オ
オ
カ
ミ
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
大
き
さ
か
ら
タ
イ
リ
ク
オ

オ
カ
ミ
と
さ
れ
た
。
本
州
一
円
に
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
も
い
た

の
だ
。

展
示
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
に
印
象
づ

け
ら
れ
る
大
型
の
動
物
た
ち
は
、
更
新
世
末
期
の
急
激
な
温
暖

化
に
よ
る
気
候
変
動
に
よ
り
、
最
終
的
に
一
万
六
〇
〇
〇
年
前

戦
後
も
多
く
の
オ
オ
カ
ミ
探
究
者
た
ち
が
日
本
各
地
の
山
野

で
オ
オ
カ
ミ
を
探
し
、
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
と
違
う
特
徴
を
列

挙
し
て
も
い
た
。

し
か
し
も
し
、
伝
聞
と
古
文
書
を
根
拠
と
す
る
ニ
ホ
ン
オ
オ

カ
ミ
像
が
、
分
類
学
の
タ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
自
体
を
否
定
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
も
は
や
統
一
し
た
物
差
し
な
ど
提
示
し
よ
う
が

な
い
。
今
後
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
類
推
さ
れ
る
動
物
が
捕
獲
さ

れ
た
と
し
て
も
、
も
は
や
そ
れ
を
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
判
定
す

る
根
拠
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

導
入
論
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
タ
イ
リ
ク

オ
オ
カ
ミ
と
別
種
と
な
る
と
、
そ
れ
は
種
の
復
活
で
は
な
く
、

外
来
種
の
導
入
と
な
っ
て
し
ま
う
。
当
然
、
別
種
説
に
は
否
定

的
だ
。

る
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
い
ま
も
生
息
す
る
と
し
て
、
探
究
活
動

を
繰
り
広
げ
る
人
々
も
い
る
。
実
際
、
目
撃
談
も
多
数
あ
る
。

な
か
で
も
八
木
博
（
埼
玉
県
在
住
）
は
そ
の
代
表
格
だ
。

日
本
の
オ
オ
カ
ミ
を
め
ぐ
る
研
究
と
探
索
を
複
雑
化
さ
せ
て

い
る
の
が
種
の
問
題
だ
。
日
本
に
い
た
（
い
る
）
オ
オ
カ
ミ
は
、

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
い
う
固
有
種
と
す
る
説
と
、
タ
イ
リ
ク
オ

オ
カ
ミ
の
亜
種
だ
と
い
う
説
が
あ
り
、
対
立
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
日
本
の
オ
オ
カ
ミ
研
究
は
、
一
九
世
紀
、
欧
米
の

分
類
学
の
手
法
を
用
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
込
ま
れ
た
標
本
が
、
当
時
の
日
本
列

島
の
人
々
が
見
知
っ
て
い
た
オ
オ
カ
ミ
や
ヤ
マ
イ
ヌ
と
同
じ
も

な
の
か
と
い
っ
た
疑
問
す
ら
浮
か
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

分
類
学
上
の
混
乱
、
名
称
の
混
乱
も
生
じ
た
。

■
前
回
ま
で
の
ま
と
め

日
本
の
オ
オ
カ
ミ
（
ヤ
マ
イ
ヌ
と
も
言
っ
た
）
は
、
一
九
〇
五

（
明
治
三
八
）
年
、
奈
良
県
東
吉
野
村
鷲わ

し

家か

口ぐ
ち
で
の
捕
獲
を
最
後

に
人
々
の
前
か
ら
姿
を
消
し
た
と
さ
れ
る
。

日
本
国
内
の
食
物
連
鎖
の
頂
点
に
い
た
オ
オ
カ
ミ
が
い
な
く

な
っ
た
こ
と
で
、
自
然
生
態
系
は
崩
れ
、
シ
カ
に
よ
る
植
生
の

被
害
、
あ
る
い
は
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
大

き
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

失
わ
れ
た
自
然
生
態
系
を
取
り
戻
そ
う
と
、
タ
イ
リ
ク
オ
オ

カ
ミ
の
日
本
列
島
へ
の
「
再
導
入
」
論
が
一
部
で
起
き
て
い
る
。

と
く
に
西
日
本
地
域
で
増
え
た
シ
カ
の
食
害
に
対
し
て
、
有
効

な
対
抗
策
と
し
て
、
導
入
は
期
待
さ
れ
る
向
き
も
あ
る
。

一
方
で
、
タ
イ
リ
ク
オ
オ
カ
ミ
と
は
別
の
、
固
有
の
種
で
あ
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むなかた・みつる●1975年生まれ。登山と環境を
中心テーマに取材・執筆活動をしている。

奈良・東吉野村に建つニホンオオカミ像。
後方の川原で“最後のニホンオオカミ”
が捕獲された


